
 

新 技 術 系 講 座  
「 ニ ュ ー テ ク ノ ロ ジ ー と 知 財 」 

〜デジタル技術に関するグローバルプレイヤーの動向〜 

実施日程 

第１回︓2021 年 10 月 26 日（火）18︓30〜21︓45  
第２回︓2021 年 11 月 2 日（火）18︓30〜21︓45  
第３回︓2021 年 11 月 9 日（火）18︓30〜21︓45  
 ※本講座は Zoom での実施となります。 

受講料 3０，０００円（税込・テキスト代込） 

対象者 

 新技術系講座「ニューテクノロジーと知財〜デジタル技術に関するグローバルプレイヤーの
動向〜」の内容に興味がある⽅ 

 
〜以下、の受講対象者の例〜 
・デジタルトランスフォーメーション（DX︓Digital Transformation）の基盤技術やビジネス
モデル、先進的に DX に取り組んでいるグローバル企業の事業・特許事例に興味がある⽅ 
・移動通信システムの歴史を踏まえた５G 技術の基礎知識から、5G が実現する世界観、5G の
業界動向、特許出願動向等を理解したい⽅ 
・欧⽶トッププレイヤーが積極的に導⼊を進めている具体事例（デジタルヘルス領域）を通じ
て、IoT・ＡＩ関連技術に関する理解を深めたい⽅ 

概要 

ねらい 

 現代では、IoT・AI 等の新技術の革新が急速に進んでおり、既存の価値観や枠組みを覆
す革新的なイノベーションがもたらされ、多くの企業が、データとデジタル技術を活用し
て顧客や社会のニーズをつかみ、事業形態を変革させようとしています。 

 本講座「ニューテクノロジーと知財」では、デジタル技術を中心とした３つの最新技術
分野（DX（デジタルトランスフォーメーション）、５G、IoT・AI（デジタルヘルス領域））
に関して、業界の概要から、国内外における市場動向や知財動向、プレイヤー動向（M&A
による技術獲得の事例等）を、分野毎に講義し、多角的な情報に基づいて企業の知財戦略
を総合的にナビゲートするために必要な知識を習得して頂きます。 

到達目標 

 
 デジタル技術を中心とした３分野（DX（デジタルトランスフォーメーション）、５G、
IoT・AI（デジタルヘルス領域））に関する基礎技術からグローバル企業の事業、特許事
例を理解し、知的財産の専門家として、企業が国際競争の中で生き残っていくための総合
的な知識を習得する。 
 



 

担当 

講師 

峰 岳広（みね たけひろ） 
デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー合同会社 

知的財産アドバイザリー シニアヴァイスプレジデント 
早稲⽥⼤学⼤学院理⼯学研究科博⼠前期課程修了 
⼤⼿事業会社の研究開発部、知的財産部、社⻑室、経営企画部を経
て、2014 年にデロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー合
同会社に⼊社。 
主に TMT 業界向け知的財産コンサルティング、事業戦略⽴案⽀援、
IP ランドスケープ等を活用した M&A・アライアンス候補先選定⽀
援、ライセンス交渉⽀援、テック系ベンチャーを対象としたマイノ
リティ出資に関する知的財産デューデリジェンス・知財価値評価業
務を専門とする。 
英国メディア Globe Business Media Group 主催による IAM 
Strategy 300 – The World’s Leading IP Strategists として選出さ
れる（2019） 
 
（資格） 
⼀級知的財産管理技能⼠（特許専門業務） 
AIPE 認定知的財産アナリスト（特許） 
 
（主な書籍） 
『M&A を成功に導く知的財産 DD の実務（第 3 版）』（中央経済社）
2016 年 5 月[共編]、 
『特許の棚卸しと権利化戦略』「国際競争⼒向上のためのグローバ
ル知財戦略と知財マネジメント」(技術情報協会) 2017 年 12 月[共
著] 
『経営・事業戦略に貢献する知財価値評価と効果的な活用法』(技術
情報協会) 2021 年 3 月[共著] 
 
（主な講師・講演実績） 
IAM 主催 IPBC JAPAN2018「次世代の知財戦略」をテーマにスピ
ーカーとして登壇 
日本計画研究所主催「デジタルヘルス領域ビジネスを成功に導く事
業戦略・知財戦略の勘所」 
⼀般社団法人日本知的財産協会主催「M&A における知的財産デュー
デリジェンスの実務」研修講師、⼤学非常勤講師等 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 

講師 

濱田 智久（はまだ ともひさ） 
デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー合同会社 

知的財産グループ シニアアナリスト  
慶應義塾⼤学経済学部経済学科卒業 
⼀橋⼤学⼤学院商学研究科 MBA コース修了 
⼤⼿知的財産サービス会社、⼤⼿コンサルティング会社を経て、
2020 年にデロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー合同
会社に⼊社。 
主に知的財産コンサルティング、事業戦略⽴案⽀援、IP ランドスケ
ープ等を活用した M&A・アライアンス候補先選定⽀援を専門とする。 
⼤⼿知的財産サービス会社にて、幅広い技術分野での特許調査業務
や特許庁委託調査案件に従事。⼤⼿コンサルティングファームでは、
主に知的財産戦略⽴案、経営管理・業務改革、コスト削減、新会社
設⽴⽀援に関するコンサルティング業務に従事。 
デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー合同会社に
て、主に製造業・通信業界のクライアントに対する知的財産コンサ
ルティング、知的財産管理体制構築⽀援などに従事。 



内容 
（予定） 

【第１回】DX（デジタルトランスメーション）と知財 

＜概 要＞ 

 現在、地域や業種を問わず、企業は、データとデジタル技術を活用することにより、新たな価

値を生み出していくことが求められております。 

 そんな中、注目を集めているのが「デジタルトランスフォーメーション（DX︓Digital 

Transformation）」です。 

 しかし、DX の意味が抽象的であり、実態を把握し難いのが現状です。 

 本講座では、DX とは何かから始まり、DX の基盤技術やビジネスモデルについてご紹介すると

ともに、先進的に DX に取り組んでいるグローバル企業の事業・特許事例を踏まえ、弁理⼠とし

て企業の DX 化に対応する際の知的財産の観点等について学習いただくことを主目的としており

ます。 

＜目 次＞ 

 ・DX の概要 

 ・DX が注目されている背景 

 ・DX を実現するためのデジタルテクノロジー 

 ・デジタル技術が生み出した DX のビジネスモデル 

 ・DX の将来像（産業の動向） 

 ・DX の特許出願動向 

 ・DX に先進的に取り組んでいる企業事例（事業・知財） 

 

 

【第 2 回】5G と知財 

＜概 要＞ 

2020 年春に日本において 5G サービスが開始されました。また 5G のさらに先を⾏く、6G の概

念も⽰されています。この通信の⼤変革により様々なメディアで 5G・6G を目にする機会が増え

ております。 

本講座では、既にサービス展開が⾏われている 5G の基礎知識を習得するために移動通信システ

ムの歴史、5G が注目されている背景、5G が実現する世界観等について説明するとともに、標準

化団体の動向等の国際競争にも踏み込んだ講義を展開します。 

さらに、グローバルの主要プレイヤーについて事業・特許の両⾯からの取り組み事例を紹介し、

弁理⼠として 5G の業界動向、特許出願動向について学習いただくことを主目的としております。 

＜目 次＞ 

 ・5G の概要（移動通信システムの歴史の歴史を含む） 

 ・5G が注目されている背景  

 ・5G が実現する世界観（実証実験の事例等） 

 ・5G をめぐる国際競争（標準化団体の動向等） 

 ・5G の特許出願動向 



 
 

 ・5G に先進的に取り組んでいる企業事例（事業・特許） 

 

 

【第３回】IoT・AI（デジタルヘルス領域）と知財 

＜概 要＞ 

 近年、欧⽶の⼤⼿ IT 企業や医療機器メーカーを中心として「デジタルヘルス」技術の開発と導

⼊が進んでいます。また、世界的な新型コロナウィルスの蔓延により非接触型の診療などで注目

を集めました。同技術をビジネスとして成功させるためには、他業種とのアライアンスによる AI・

IoT 技術とヘルスケア技術の融合、従来とは異なる事業戦略・知財戦略が求められております。 

 本講座では IoT の全体像からデジタルヘルス領域における事業や知財について説明するととも

に、欧⽶トッププレイヤーを中心に事業・特許の取り組み事例をご紹介します。 

デジタルヘルスの特許出願の事例を交えることで、弁理⼠として必要なデジタルヘルス領域の業

界知⾒と特許について学習することを主目的としております。 

＜目 次＞ 

 ・デジタルヘルスの概要 

 ・市場動向 

 ・IoT・AI 全般 市場の全体像 

 ・デジタルヘルスの市場とトレンド 

 ・デジタルヘルスの主要プレイヤーの事業事例 

 ・IoT の知財動向 

 ・IoT の知財戦略上の論点 

 ・IoT の特許マクロ分析 

 ・IoT における先進企業の出願戦略事例 

 ・デジタルヘルスにおける特許出願動向 

 ・ヘルスケア×IoT 

 ・ヘルスケア×AI 

 ・デジタルヘルスの主要プレイヤーの特許事例と特許出願動向 

 ・デジタルヘルスにおける特許を含む買収事例 

 

オンラインセ

ミナーご参

加にあたっ

てのお願い 

・お申し込み後に事務局よりご案内する、Zoom利用マニュアルを予めご参照のうえ、研修中もトラブル時は
すぐ本資料を確認できるようにお手元にご準備ください。 

・Wi-Fiは時間帯によっては全く繋がらなくなるため、バックアップとして、携帯へZoomのアプリを予めインス
トールしておいていただき、当日どうしても PC の Wi-Fi が繋がらない場合は、一時的に携帯からアプリで
ご参加ください（あるいは携帯のネットワークをテザリングして PC から引き続きご参加ください）。 

・Zoom に不慣れな方は、開始時刻より早めに Zoom URL へアクセスいただき、カメラやマイクの動作をご確認

ください（３０分前から入室可能です）。 


